○古河市居宅介護（介護予防）福祉用具購入費及び居宅介護（介護予防）住宅改修費申請に係る受領委任払いに関する事務取扱要綱
平成24年３月30日
告示第85号
（趣旨）
第１条　この告示は、居宅要介護被保険者等による福祉用具購入費及び住宅改修費（以下これらを「保険給付費」という。）に係る受領委任払いについて必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
(１)　居宅要介護被保険者等　介護保険法（平成９年法律第123号。以下「法」という。）第41条第１項に規定する居宅要介護被保険者及び法第53条第１項に規定する居宅要支援被保険者をいう。
(２)　福祉用具購入費　法第44条に規定する居宅介護福祉用具購入費及び法第56条に規定する介護予防福祉用具購入費をいう。
(３)　住宅改修費　法第45条に規定する居宅介護住宅改修費及び法第57条に規定する介護予防住宅改修費をいう。
(４)　事業所　第２号に規定する福祉用具の販売業者又は前号に規定する住宅改修工事を請け負う事業者をいう。
(５)　受領委任払い　市が居宅要介護被保険者等に対し保険給付費の支給をするに当たり、居宅要介護被保険者等が委任した事業所を受取人とし、市が当該事業所に保険給付費を支払うことをいう。
（対象者）
第３条　受領委任払いの対象者は、居宅要介護被保険者等のうち次の各号のいずれにも該当する者とする。
(１)　法第66条から第69条までに規定する介護保険料の滞納等による支払方法変更の記載等がない者
(２)　受領委任払いによらなければ、適正なサービス（福祉用具を購入すること又は住宅改修を行うことをいう。以下同じ。）の利用をすることが困難である者
(３)　受領委任払いについて同意が確認できる者
(４)　現に福祉用具の購入又は住宅改修に要する費用の額が、当該居宅要介護被保険者等の保険給付に係る支給限度基準額を超えない者
（申請）
第４条　受領委任払いを受けようとする居宅要介護被保険者等は、サービスを受ける前に、介護保険給付に係る受領委任払いに関する同意書（別記様式）を提出することにより、事業所と同意したことについて、市長に届け出なければならない。
（受領委任払いによる保険給付の不支給）
第５条　この告示の内容に違反した場合又は法に違反した場合は、受領委任払いを行わないものとする。
（返還）
第６条　市長は、居宅要介護被保険者等及び事業所が不正の手段により保険給付費の支給を受けた場合は、当該保険給付費の全部又は一部を返還させるものとする。
（その他）
第７条　この告示に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。
附　則
この告示は、平成24年４月１日から施行する。
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